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生の言葉からの感動を
市 民を対象とした生涯学習の場として、各界で活躍中の皆さんを講師に市

民大学を開催します。各講座受講料は不要です。なお、信州大学編（第 1
回～第 5 回）は申し込みが必要です。事前に、電話、ファクスまたは電

子メールでお申し込みください。
●問い合わせ・申し込み　明科総合支所内教育委員会社会教育課

（462･4565 662･3525）mshakaikyouiku@city.azumino.nagano.jp

（信州大学・安曇野市連携）

市民大学

特別編

信州大学編

10/9
日曜日

10/12
水曜日

10/5
水曜日

11/9
水曜日

11/29
火曜日

1/17
火曜日

●会場：堀金総合体育館サブアリーナ　●時間：午後 1 時 30 分～ 3 時
　※申し込みは不要です。

地球温暖化と科学コミュニケーションの課題
講師　東京都市大学環境情報学部 山本良一 特任教授

イタリアと信州　－「多様性」が示唆するもの
講師　人文学部 柴

し ば の
野 均

ひとし
 教授

文化の多様性という観点から、信州（および日本）とイタリアを比較して今後の日本（および信州）
がとるべき方向性を考えます。

●会場：穂高会館第２会議室　●時間：午後７時～ 8 時 30 分〔各回共通〕
　※定員各 50 人。社会教育課へお申し込みください。

アジア経済発展の世界史的意義 ～戦前日本、戦後 NIES、現代中国～
講師　経済学部 金

きむ
早
ちよそる

雪 教授
戦前日本、前後の韓国・台湾、そして今、中国から ASEAN へと続くアジア経済成長について、歴
史的背景のもとで相互比較を試みます。

イングランドに移り住んだ海の民ヴァイキングの伝統 
講師　人文学部 伊

い と う
藤 盡

つくす
 准教授

イングランドに移り住んだ北欧の「海の民」が、「陸の民」として生み伝えた新しい伝説や神話から、
洋の東西を越えて学ぶものを探します。

ポジティブ心理学　－よりよい生き方に関する科学－
講師　人文学部 長

は せ が わ
谷川孝

こ う じ
治 准教授

お金がたくさんあれば、幸せ？楽観的な人は、幸せで健康？こんな素朴な疑問について、ポジティ
ブ心理学の観点からお話します。

メリハリをつけて歩くインターバル速歩　－その方法と効果のエビデンス－
講師　信州大学大学院医学系研究科 能

の せ
勢 博

ひろし
 教授

インターバル速歩の具体的な実践方法とその効果のエビデンス（科学的根拠）について、安曇野市で
実践した皆さんの結果を含め詳しく紹介します。

－山の民と海の民の神話－

第 2 回

第 1 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

2011
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か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
の

会
議
に
も
出
席
で
き
る
人
。た
だ
し
、

次
の
①
～
③
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま

す
。
①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員

お
よ
び
地
方
公
務
員
③
す
で
に
本
市

の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委
員

で
あ
る
人

●
任
期　

委
嘱
を
受
け
た
日
～
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で

●
報
酬　

条
例
に
基
づ
く
額

●
応
募
方
法　

企
画
政
策
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
地
域
支
援
課
窓
口
に
備
え

付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
小
論
文
を
添
え
て
、
持
参
す
る

か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
関

係
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
よ
り
住
み
よ
い

安
曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、８
０
０
字
程
度
（
様
式
自
由
）

●
募
集
期
間　

9
月
8
日
（
木
）

～
22
日
（
木
）
ま
で

●
選
考
方
法　

申
込
書
お
よ
び
小
論
文

に
よ
る
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
選

考
結
果
は
、
採
用
、
不
採
用
に
関
わ

ら
ず
通
知
し
ま
す
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
32

市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
担
当

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
持
参
す
る
か
フ
ァ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

わ
が
国
で
は
3
万
人
以
上
、
本
県
で

も
５
０
０
人
以
上
の
人
が
、毎
年
、自
殺

と
い
う
方
法
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
生
き
方
の

問
題
で
あ
り
、
い
の
ち
の
在
り
方
の
問

題
で
す
。
自
殺
を
、
身
近
な
問
題
の
一

つ
と
し
て
と
ら
え
、予
防
す
る
た
め
に
、

今
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
14
日 

（
水
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
30
分（
受
付
午
後
１
時
）

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
５
０
２
号

会
議

●
入
場
料　

無
料　

●
定
員　

１
０
０
人

●
講
演　
「
自
死
に
向
き
合
う
」

　

～
い
ま
、
私
に
で
き
る
こ
と
～

●
講
師　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
安
楽
寺

住
職 

藤
澤
克
己
さ
ん（
自
殺
対
策
に

取
り
組
む
僧
侶
の
会
代
表
）

問
詳
し
く
は
、
長
野
県
松
本
保
健
福
祉

事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
（
40･

１
９
３
８ 

47･

９
２
９
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
も
っ
と

も
身
近
な
「
ご
み
」
に
つ
い

て
、
一
層
の
減
量
・
資
源
化

お
よ
び
適
正
処
理
を
推
進
し
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
安
曇
野

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

勤
務
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内

で
事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体

●
閲
覧
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
「
く
る

り
ん
広
場
」。市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
住
所（
ま
た
は
勤
務
先
、

学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
法

人
の
場
合
は
法
人
名
・
代
表
者
名
・
所

在
地
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
う

え
、
郵
便
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項

の
記
載
が
な
い
場
合
、
電
話
・
口
頭

に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
限　

9
月
25
日
（
日
）
必
着

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
合
支
所
内
廃
棄
物
対
策
課

フ
ァ
ク
ス
82･

６
６
２
２

mhaikibutsutaisaku@
city.azum

ino.
nagano.jp

ま
た
は
各
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
、
内

容
を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と

共
に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す

る
情
報
は
除
く
）。個
々
の
ご
意
見
に

対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
穂
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

　

第
１
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
等

の
策
定
に
関
し
、
必
要
事
項
を
調
査
、

審
議
す
る
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
市
長

が
委
嘱
す
る
25
人
以
内
の
委
員
で
組
織

し
、
民
間
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験

者
、
各
地
域
審
議
会
委
員
、
公
募
に
よ

る
委
員
等
で
構
成
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

5
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

　

安
曇
野
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
で
は
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
（
手
書
き

コ
ー
ス
）
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
要
約
筆
記
は
、
講
演
会
な
ど
の

際
、
内
容
を
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
に
映
し

出
し
、
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
皆
さ

ん
に
内
容
を
伝
え
た
り
、
難
聴
者
個
人

に
対
し
て
紙
に
会
話
内
容
を
書
い
て
情

報
の
提
供
を
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

●
日
程　

10
月
7
日
～
平
成
24
年
3
月

9
日（
全
22
回
）▽
午
前
10
時
～
正
午

（
13
回
）
▽
午
前
10
時
～
午
後
3
時

（
8
回
）（
毎
週
金
曜
日
）
▽
午
後
１

時
30
分
～
3
時
30
分（
土
曜
日
１
回
）

●
場
所　

穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

全
日
程
に
参
加
可
能
な

人
。
講
座
終
了
後
、
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
、
毎
週
金
曜
日
の
勉

強
会
に
参
加
し
て
活
動
可
能
な
人
。

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　
３
、５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
し
込
み　

9
月
20
日
（
火
）
ま
で

に
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
備
え

総
合
計
画
審
議
会
公
募
委
員
を
募
集

問
本
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

自
殺
予
防
対
策
講
演
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

●国民健康保険税	 （３期）
●後期高齢者医療保険料	 （６期）
●介護保険料	 （９月分）
●水道料金	（豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は9月30日（金）＝

9月の納期

集

募

の

員

委

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
案
）

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

祉

福

１. 気づき
周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける。

家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩
みを抱えている人が発する周りへのサイ
ンになるべく早く気づきましょう。「手
を差し伸べ、話を聞くこと」は絶望感を
減らすための重要なステップです。時間
をかけて、できるだけ傾聴しましょう。
話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定
したり、表面的な励ましをしたりするこ
とは逆効果です。相手の気持ちを尊重し、
共感しましょう。２. 見守り

身体や心の健康状態について自
然な雰囲気で声をかけて、あせら
ずに優しく寄り添いながら見守り
ましょう。自然に対応するととも
に、家庭や職場での体や心の負担
が減るように配慮しましょう。必
要に応じて、家族と連携をとり、
主治医に情報を提供しましょう。

3. つなぎ
早めに専門家に相談するよう

促します。心の病気の兆候があ
れば、本人が置かれている状況
や気持ちを理解してくれる家族、
友人、上司といった方の協力を
求めましょう。治療の第一歩は、
公的相談機関、医療機関の専門
家への相談から始まります。

自殺予防について正し
い知識を持ち、相談機関
を積極的に利用しまし
ょう。

健 康心 の

あなたの思いを伝えてください

自殺予防週間
（9月10日～16日）

自殺予防の
ための

３つの
ポイント

問健健康推進課保健予防担当（481･0726 681･0703）

一人で悩まず お電話ください

026・227・1810
長野県自殺予防情報センター
（長野県精神保健福祉センター内）
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必
要
性
、
実
際
の
運
用
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
。先
着
順
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
面
談
相
談
と
勉
強
会
】

●
日
時　

9
月
16
日
（
金
）

▽
相
談
会　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▽
勉
強
会　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
仁
科
の
里
）

電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
日
時　

9
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
９

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債

務
者
無
料
相
談
会
。
借
金
問
題
で
お
困

り
の
場
合
は
こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
松
本
商
工
会
館
１
階
）

●
申
し
込
み　

面
接
は
予
約
制
で
す
。

9
月
5
日
（
月
） 

か
ら
15
日
（
木
）

ま
で
の
間
に
、
松
本
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（

35･

１
５
５
６
）
へ
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
10
月
か
ら

更
新
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
が
9
月
末
日
ま
で
に
世
帯
主
あ

て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
に
変
更
や
間

違
い
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
の
色
は
、一般
被
保
険
者
証
が

「
み
ず
色
」、
退
職
被
保
険
者
証
が
「
も

も
色
」で
す
。
古
い
保
険
証
は
各
自
で
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限　

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成

24
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
が
、
次
の
場

合
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
1　

平
成
24
年
9
月
30
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
場
合　

　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
新
し

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
2　

退
職
被
保
険
者
お
よ
び
退
職

被
扶
養
者
の
人
で
、
平
成
24
年
９
月

１
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
場
合

　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
月
の
月
末

（
１
日
生
ま
れ
の
場
合
は
前
月
末
）ま
で

で
す
。
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
一
般
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
退
職
被
保
険
者
が
65
歳
到
達
に
よ

り
、
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
場

合
に
は
、
退
職
被
扶
養
者
は
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
も
有
効
期
限
は
退
職
被

保
険
者
と
同
日
と
な
り
ま
す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課

国
保
年
金
係

　

長
野
県
行
政
書
士
会
が
行
う
電
話
無

料
相
談
会
。
相
続
・
遺
言
手
続
き
、
各

種
契
約
書
、
権
利
義
務
関
係
な
ど
の
手

続
き
、
成
年
後
見
等
日
常
生
活
に
お
け

る
諸
手
続
き
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の

人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時　

9
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
ま
で

●
相
談
者　

長
野
県
行
政
書
士
会

０
２
６
・
２
２
４
・
１
３
０
０

　

県
司
法
書
士
会
と
公
益
社
団
法
人
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
な
が
の
支
部
が
行
う
、
成
年
後
見
相

談
会
と
勉
強
会
。
相
談
会
で
は
、
ご
本

人
は
も
ち
ろ
ん
養
護
者
の
不
安
や
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
勉
強
会
で
は
、
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
戸と

だ田
雅ま
さ
ひ
ろ博
支
部

長
を
講
師
に
「
成
年
後
見
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
制
度
の
説
明
や

行
政
書
士
無
料
電
話
相
談
会

問
本
総
務
課
庶
務
係

（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

司
法
書
士
に
よ
る

成
年
後
見
相
談
会
と
勉
強
会

問
長
野
県
司
法
書
士
会

（
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２
）

ま
た
は
本
総
務
課
庶
務
係

（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
保
の
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

談

相

●
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
に
在
住
し
、次
の
要
件
を
満
た
す
人

（
1
）長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支

部
の
会
員
で
あ
る
こ
と
（
開
校
日
に

入
会
可
、
年
会
費
１
、０
０
０
円
）

（
2
）犬
の
年
齢
が
生
後
3
カ
月
以
上
で

あ
る
こ
と

（
3
）全
日
程
に
参
加
可
能
で
あ
る
こ
と

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

●
そ
の
他　
▽
開
校
式
は
犬
を
つ
れ
て
こ

な
い
で
く
だ
さ
い
。▽
参
加
で
き
る
の
は

1
家
族
1
頭
で
す
。
▽
狂
犬
病
予
防

接
種
を
受
け
さ
せ
て
お
く
こ
と
。

●
申
し
込
み　

9
月
29
日
（
木
）
ま
で

に
、
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

（
松
本
保
健
事
務
所
内
）

（
40･

１
９
４
３ 

47･

９
２
９
３
）

　

取
引
や
証
明
に
使
う
は
か
り
は
、
2

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
行

わ
れ
る
本
年
の
検
査
日
程
は
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
検
査
を
受
け
て

い
な
い
場
合
は
、
他
の
市
町
村
で
行
わ

れ
る
定
期
検
査
に
持
ち
込
む
か
、
計
量

士
に
直
接
依
頼
し
て
受
検
（
代
検
査
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
定
期
検

査
が
予
定
さ
れ
て
い
る
近
隣
の
市
町
村

は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
代
検
査
の
依
頼
先

長
野
県
計
量
士
協
会（

40･

５
２
３
０
）

　

県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部
で
は
、

人
と
犬
の
よ
い
関
係
を
築
き
、
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
、
飼
い

主
が
自
ら
学
習
す
る
た
め
の
犬
の
し
つ

け
方
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

し

ら

く犬
の
し
つ
け
方
教
室《
秋
季
》

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

は
か
り
の
定
期
検
査
は
お
済
み
で
す
か

問
長
野
県
計
量
検
定
所

（
47･

４
０
０
６
）
ま
た
は

穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

内容 日時 開催場所

開校式 10月2日（日）13：30～16：00 堀金公民館講義室

実技講習（第 1 回） 9日（日）9：30～11：00
豊科南部総合公園実技講習（第２回） 16日（日）9：30～11：00

実技講習（第３回） 23日（日）9：30～11：00

実技講習（第４回） 30日（日）9：30～11：00

閉校式 11月 6日（日）9：30～12：00

日時 会場

９月26日（月）10:00～12:00 筑北村本城地区

26日（月）13:30～15:00 筑北村坂北地区

27日（火）10:00～11:30 筑北村坂井地区

27日（火）13:00～15:00 麻績村

28日（水）10:00～12:00 山形村

28日（水）13:30～15:00 朝日村

●日程

●日程
◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
8
月
24
日
発
行
）128
号

●
17
ペ
ー
ジ　

大
腸
検
診
の
追
加
実
施

　

受
付
時
間

【
誤
】
午
前
7
時
30
分
～
午
後
9
時
30
分

【
正
】
午
前
7
時
30
分
～
9
時
30
分

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

毎年 9 月は食生活改善普及月間

高血圧予防、まずは減塩から始めよう！
　平成 22 年度県民栄養調査によると、県民 1 人 1日当たりの食塩摂取量は平均 11.4㌘で、
県民に最も多い疾患が高血圧でした。また、昨年、食塩の摂取目標量が、男性 9㌘未満、
女性 7.5㌘未満とさらに低減されました。少しだけ「食べること」に気をつけて、高血圧を
予防しましょう。たとえば、1 日に食べたい野菜の量は 350㌘。具だくさんみそ汁で 50 ～
100㌘の野菜をおいしく食べることができます。さらに、具だくさんにすると汁の量が減るだ
けでなく、野菜や海藻、きのこ、イモ類に含まれるカリウムには余分なナトリウム（塩）を
排泄する作用があります。みそ汁は具だくさんで、1日 1 杯までとしましょう。また、漬け物
は小皿に盛って 1日 1 回程度とする。めん類の汁は半分程度残すことなども効果的です。
問健健康推進課保健予防担当（481･0726 681･0703）

食 るべ 健 康
１日１杯！

「信州ベジ多みそ汁」

「信州ベジ多みそ汁」
は、信州の野菜（ベジ
タブル）をいっぱい使っ
た、具だくさんの適塩み
そ汁！但し１日１杯！
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信
濃
路
は

ゆ
と
り
の
笑
顔
と 

ゆ
ず
り
あ
い

　

9
月
21
日（
水
）か
ら
30
日（
金
）ま
で

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
で

も
期
間
中
の
9
月
21
日（
水
）と
9
月
30

日（
金
）に
、
主
要
な
交
差
点
な
ど
で
街

頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
運
動
の
基
本
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
思
い
や
り
を
持
って
、子
ど
も
や
高
齢
者

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
と
自

分
自
身
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

横
断
す
る
時
も
運
転
す
る
時
も
確
実

に
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

○
歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
約
半
数
は
道

路
横
断
中
に
お
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

横
断
中
の
死
亡
事
故
の
8
割
以
上
が

高
齢
者
で
す
。

・
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
危
険
で

す
。
確
実
に
左
右
の
安
全
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
横
断
時
、
特
に
左
か
ら
来
る
車
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
運
転
者
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
横
断
者
の
有
無
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

・
市
街
地
で
は
速
度
を
落
と
し
て
歩
行

者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
出
掛
け
る
時
に
は
、
い
つ
も
反
射
材

を
持
ち
、
夕
暮
れ
時
か
ら
は
反
射
材

を
使
っ
て
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
も
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。
全
て
の

座
席
で
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
大
人
の
責

任
で
す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
を
し
た
人
だ
け
で
な
く

「
お
酒
を
提
供
し
た
人
」「
車
を
提
供

し
た
人
」「
同
乗
し
た
人
」
も
処
罰
さ

れ
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

《
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
》

　

交
通
事
故
で
死
亡
ま
た
は
、
重
度
後

遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
人
の
子
ど
も
（
０

歳
～
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に
対
し
、
育

成
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

●
貸
付
金
額　

▽
一
時
金
15
万
５
、０

０
０
円　

▽
毎
月
2
万
円　

▽
入
学

支
度
金
4
万
４
、０
０
０
円
（
小
・
中

学
校
入
学
時
）

●
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

●
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
一
年
間

据
え
置
い
た
後
、月
賦
ま
た
は
半
年
賦

併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、

在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
介
護
料
の
支
給
》

　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障
害

者
と
な
ら
れ
た
人
で
介
護
を
必
要
と
さ

れ
る
場
合
、
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
月
額　

▽
特
Ⅰ
種
定
額
6
万

８
、４
４
０
円
（
上
限
額
13
万
６
、８

８
０
円
）　

▽
Ⅰ
種
定
額
5
万
８
、５

７
０
円（
上
限
額
10
万
８
、０
０
０

円
）　

▽
Ⅱ
種
定
額　

2
万
９
、２
９

０
円
（
上
限
額
5
万
４
、０
０
０
円
）

●
支
給
期
間　

申
請
を
受
理
し
た
月
か

ら
介
護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で

　

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動
車

事
故
対
策
機
構
長
野
支
所
（
０
２
６

･
４
８
０
･
０
５
２
１
）
へ
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
事
業
所
内
の
最

も
低
い
時
間
給
を
計
画
的
に
８
０
０
円

以
上
に
引
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
助
成
額
は
、

最
低
賃
金
引
上
げ
の
計
画
を
作
成
し
、

就
業
規
則
の
作
成
・
改
正
、
設
備
な
ど

の
導
入
、
研
修
な
ど
の
実
施
を
行
っ
た

場
合
に
、
そ
の
経
費
の
2
分
の
1
と
な

っ
て
い
ま
す
。ま
た
併
せ
て
、
最
低
賃
金

引
上
げ
に
取
り
組
む
う
え
で
の
経
営
・

労
働
面
で
の
相
談
に
無
料
で
対
応
す
る

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

中
信
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

松
本
商
工
会
館
3
階（

32･

０
４
７
７
）

　

安
曇
野
市
の
適
正
な
土
地
利
用
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
過
去
に
農
振
除
外

さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
、
条
例
施
行
後

1
年
以
内（
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
）

に
限
り
、
除
外
目
的
に
よ
る
開
発
手
続

き
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
条
例
施
行
後
1
年
を
経

過
し
て
開
発
事
業
の
手
続
き
を
行
う
場

合
、
条
例
に
適
合
せ
ず
開
発
事
業
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と

し
て
、
当
市
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務

を
担
当
し
て
き
た
長
野
農
政
事
務
所
地

域
第
一
課
お
よ
び
松
本
統
計
・
情
報
セ

ン
タ
ー
が
、
本
年
9
月
１
日
に
松
本
地

域
セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
は
い
ず
れ
も
松

本
市
）
に
再
編
に
な
り
ま
し
た
。
新
た

に
設
置
さ
れ
た
松
本
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
農
業
経

営
の
安
定
や
農
村
漁
村
の
六
次
産
業

化
、
統
計
調
査
、
食
の
安
全
・
安
心
確

保
等
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

関
東
農
政
局
松
本
地
域
セ
ン
タ
ー

▽
農
業
経
営
・
食
の
安
全
に
関
す
る
こ
と

松
本
市
島
立
６
５
０
‐
1

（
47･

２
０
０
１
）

▽
統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と

　

松
本
市
島
内
３
５
７
２

　
（
47･

２
５
８
０
）

　

市
で
は
、
上
水
道
台
帳
図
の
整
備
に

伴
い
水
道
メ
ー
タ
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
。
受
託
業
者
が
各
家
庭
の
敷
地
内

に
入
り
、
測
量
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
現
地
作
業
員
は
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

9
月
12
日
～
12
月
末

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
6
時

●
対
象
地
区　

三
郷
地
域
全
域

　

身
近
な
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
防
火

防
災
に
関
す
る
知
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
消
火
器
・
消
防
ホ

ー
ス
で
の
消
火
体
験
や
煙
道
体
験
、
消

防
車
両
の
展
示
、
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
を

は
じ
め
、
小
さ
な
お
子
様
向
け
に
、
女

性
消
防
隊
に
よ
る
防
災
の
お
話
と
紙
芝

居
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
・
地
震

な
ど
の
備
え
と
し
て
住
宅
用
火
災
報
知

器
や
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

10
月
2
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

●
会
場　

▽
メ
イ
ン
会
場　

イ
オ
ン
豊

科
店
東
側
駐
車
場

▽
サ
ブ
会
場　

イ
オ
ン
豊
科
店
１
階

食
堂
街

※
雨
天
時
は
、
サ
ブ
会
場
に
て
消
防
団

活
動
パ
ネ
ル
展
の
み
開
催
し
ま
す
。

全

安

通

交９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

中
小
企
業
へ
の
支
援

問
穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

過
去
に
農
振
除
外
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
豊
建
築
住
宅
課
開
発
調
整
係

（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

地
域
に
密
着
し
た
農
政
情
報
の
受
発
信

松
本
地
域
セ
ン
タ
ー
が
新
設

問
三
農
政
課
生
産
振
興
係

（
77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

水
道
メ
ー
タ
の
現
地
調
査

問
豊
上
水
道
課
維
持
係

（
72･

３
１
１
１ 

72･

３
１
７
６
）

交
通
遺
児
等
に
育
成
資
金
の
貸
付

重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

み
ん
な
集
ま
れ
！

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

援

支

道

水

業

農

三郷地域水道水に濁りが発生
　8 月 7 日（日）夕方の集中豪雨に伴い、翌日の早朝より三郷地域の水道水
に濁りが発生しました。長野県の雨量観測によると黒沢で総雨量 47 ミリを
観測。午後 6 時から 7 時までの１時間には 37 ミリという激しい雨量を記録
しました。この豪雨により北黒沢川上流においては土砂崩落などの災害が
発生しました。黒沢浄水場では取水制限を行っていましたが、処理能力を
超える高濁度の原水が浄水場に流入し、三郷地域全域に濁りが発生しまし
た。復旧までに日数を要し、水道利用者の皆様には大変ご不便をお掛けし
ました。
問豊上水道課（472･3111 672･3176）

報 告

黒沢砂防ダムに漂着した流木

防

消



市有財産（土地 4 件）の売却を行います
　利用予定のない下記の市有土地を一般競争入札により売却します。一般競争入札とは、入札参加者が価格
を競いあって、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で最も高い価格をつけた人に購入していただく方法
です。入札に参加するためには申し込みが必要です。購入を希望する人は売却案内書をよく熟読し、現地を
確認のうえ参加してください。
●売買物件

市が認定した特定開発事業

物件番号１

物件番号 4

物件番号 2 物件番号 3

所在地：穂高北穂高 2807 番 24
地　目：雑種地
面　積：416㎡（125 坪）
最低売却価格：642 万円

所在地：明科中川手 2578 番 2
地　目：宅地
面　積：218.32㎡（66 坪）
最低売却価格：319 万円
旧用途：町三住宅跡地

所在地：穂高北穂高 2287 番５
地　目：宅地
面　積：213.83㎡（64 坪） 
最低売却価格：565 万円
旧用途：北穂高駐在所跡地

所在地：明科七貴 9114 番 3
地　目：宅地
面　積：493.27㎡（149 坪）
最低売却価格：468 万円
旧用途：荻原住宅跡地

●受付期限　9 月 30 日（金）まで（土日・祝日を除く）
午前 9 時～午後 5 時

●入札日程　10 月 24 日（月）午後　県安曇野庁舎会議室
●申し込み　市ホームページから売却案内書を入手し、入札参加申込

書など関係書類に必要事項を記載のうえ、期限までに契約管財課契
約管財担当へ提出してください。
ご不明な点は下記へお問い合わせください。

問安契約管財課契約管財担当（471･2000 672･1340）

申請者 KDDI株式会社 丸山硝子株式会社 農事組合法人
会田共同養鶏組合 KDDI株式会社

認定日 平成23年７月８日 平成23年７月22日 平成23年７月29日 平成23年８月２日

申請場所 明科東川手12704番ほか1筆 三郷明盛855番７ 穂高柏原4568番1ほか2筆 穂高有明7227番１

申請目的 携帯電話基地局 井戸の設置 農産物直売所・飼料用倉庫 携帯電話基地局

問豊建築住宅課開発調整係（472・3111 672・3569）
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　第 66 回東海吹奏楽コンクールが 8 月 21 日、静岡市民
文化会館で開催され、長野県代表（出場枠 3 校）として
堀金中学校吹奏楽部が中学Ｂ編成（30 人以下）の部で初
出場しました。合併後の市立小中学校としては初めての東
海大会出場です。コンクールは、長野、岐阜、静岡、三
重、愛知の 5 県の代表校 15 校が出場、実力校の多い中、
みごと銀賞（同賞 7 校）を受賞しました。大会では、バレ
エ音楽“青銅の騎士”より「元老院広場にて」「輪

ろ ん ど
舞」な

どの 4 場面を演奏しました。どれも豊かな表現力を求めら
れる難しい曲です。部員は曲想を広げる一つの手掛かりに
なればと、バレエを習っている内田萌

も も こ

々子さん（堀金中 3）
に振り付けを依頼し、内田さんの踊りに合わせて演奏を
重ねてきました。部長の矢口真菜美さん（同校 3）は、「最
高の演奏ができるよう、夏休みも全員で練習に励んできた
のが思い出です。来年も最高の演奏を目指してほしいです」
と後輩に思いを託しました。顧問の曽根原友博教諭（31）
は、「内田さんの協力のおかげで、部員もイメージを感じ取
り、バレエ音楽を豊かに表現する力が身につきました。と
ても感謝しています」と振り返りました。吹奏楽部の演奏
は、このあと地域での催しなどで披露されます。

　友好都市である埼玉県三郷市の三郷フットボールクラブ Jr．と安曇野市三郷サッカースポーツ少年団をはじめと
する交歓サッカー大会が 8 月 21日、三郷社会体育館で行われました。雨のため屋内での開催となりましたが、子
どもたちやその父母、ＯＢなど 160 人ほどが年代別に和気あいあいと試合を行いました。この大会は、春夏の年
2 回互いの地を訪問し合い行っているもので、昭和 61 年の春に始まり、本年で 25 年目を迎えます。交流は泊りが
けで、サッカーだけでなくホームステイなどで友好を深めています。この夏は 2 泊 3 日の日程で、交歓大会のほか
マスつかみや飯ごうすいさん体験などを行いました。三郷市から参加した勝山翔太くん（小 6）は、「りんごジュー
スがとてもおいしかったし、温泉がとても楽しかったです」と思い出を話してくれました。安曇野市三郷サッカース
ポーツ少年団キャプテンの溝

み ぞ べ
邊幹太くん（三郷小 6）は、「キャプテンとしての仕事が大変だったけど、たくさん友達

ができてよかったです」と話をしてくれました。長年の交流の中からは、なでしこリーグで活躍する選手も育っていて、
交流だけでなく基礎技術を学ぶ良い機会にもなっています。

8/21　堀金中学校吹奏楽部が初の東海大会で銀賞

8/21　三郷市交歓サッカー大会が 25周年

夢の舞台で仲間と紡
つむ

ぐ音色

スポーツの絆いつまでも

夏休み中の練習風景（8 月 18 日）

R19

県営青木花見団地

有
明
駅

有
明
駅Ｒ

１
４
７

Ｒ
１
４
７

犀
川

犀
川 R19

塔の原

明科中学校
明南小学校

木戸

明北小学校
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記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

催し

　絵手紙とは、日々の生活の中で見つ
けた小さな感動を絵と短い言葉でハガ
キ大の紙に描いたものです。「下手でい
い。下手がいい」を合言葉に多くの人に
生涯学習として親しまれています。心
のこもった絵手紙をぜひご覧ください。
期９月22日（木）～10月10日（月・祝）

９：00 ～ 17：00（入館 16：30）
場豊科郷土博物館１階展示室
費入館料　
　大　人 100（80）円
　小中生 50（40）円　
※（　）内は 20 人以上の団体料金　

　くるりん広場は 10 月でオープン４
年目を迎えます。例年、文化祭形式で
開催してきましたが、本年は「あなた
と　あなたの家族は　あなたが守る」
と題して、防災をテーマに開催します。
ほかにもいろいろな催しを用意して皆
さまのご来館をお待ちしています。
日９月 17 日（土）10：00 ～ 15：00
場市民活動センター「くるりん広場」
内▷東日本大震災の写真展示と報告会
▷目で見て触って防災グッズ▷パソ
コン活用コーナー▷各種展示▷お点
前▷ぬかくどご飯炊き出しなど
詳しくは、「わの会」事務局（482･
1922）までお問い合わせください。

　安曇野市民スポーツ祭の弓道の競技
会を開催します。大勢の皆さまの参加
と観覧をお待ちしています。
日10 月 10 日（月）8：30 ～金的 5 光

９：00 ～開会式、競技開始
場豊科弓道場
内種目　近的 36cm 霞

かすみまと

的
資市内に在住もしくは市内へ通勤・通

学している中学生以上の弓道経験者
費 1 人 1,000 円（昼食代を含む）
申各地域公民館や体育館に置いてあり

ます申込書に必要事項を記入のう
え、9 月 24 日（土）までに、安曇
野市弓道連盟事務局（豊科田沢イン
テリア館 473･3885）、または堀金
総合体育館内安曇野市体育協会事務
局（488･3516）までお申し込みく
ださい。詳しくは、各地域公民館ま
たは体育館に置いてあります開催要
項をご覧いただくか、お問い合わせ
ください。

　安曇野ゆかりの芸術家の作品・卒業
生からの寄贈品・統廃合となった旧校
舎の思い出の品など学校には思いがけ
ない芸術作品や資料が収蔵されていま
す。市内の小中学校 17 校が所蔵する
荻原碌山のデッサン・芥川也寸志の譜
面・田淵行男の作品など、市の小中学
校に収蔵された作品・資料を集め展示
します。入場料は無料。普段は校内で
しか見られない逸品をお楽しみくださ
い。
期９月 17 日（土）～ 10 月 10 日（月・祝）

９：00 ～ 18：00［ 休 館 日 ］9 月 20
日（火）･26 日（月）・10 月 3 日（月）

場豊科交流学習センターきぼう多目的
交流ホール

　いすに代表される庶民の家具は社会
構造の変化に合わせるように、その構
造や用途、装飾などを変化させていき
ます。それぞれの時代における社会の
縮図とも言えるでしょう。現在、全国
から多くのクラフトマンが移住し、制
作にはげむ安曇野で、西洋の庶民が使
用した家具を展示し、その歴史を紐解
く展覧会を開催します。古き庶民の家
具を通して、現代の安曇野を見つめ直
す機会となれば幸いです。
期９月 10 日（土）～ 10 月 10 日（月）

９：00 ～ 17：00（入場 16：30 まで）
［休館日］月曜日および祝休日の翌日

場豊科近代美術館１階
費常設展示料金
　大　人 500（400）円
　高大生 300（200）円
※（　）内は 20 人以上の団体料金

　安曇野を描き続けて 30 年以上、す
べての作品を現場で描き上げる。雨で
も、風でも、雪の中でさえ…美しいも
のへの挑戦と出会いへの感謝。春、秋、
雪の風景画 70 点を展示。入場料は無
料です。
期9 月 15 日（木）～ 20 日（火）

9：00 ～ 17：00（最終日16：00 ま
で）詳しくは、高井眞さん（4042・
363・3277）または碌山公園研成ホ
ール（482･0769）までお問い合わ
せください。

羽田智千代　木版画展 2011 年秋
賛助出品 羽田智憲 ワイヤーアート
　奇妙なキャラクターが語る寓話的な
木版画を彫り始めて 20 年余。長年お
世話になった穂高の地で 60 点あまり
を展示する第 16 回目の個展です。見
るだけでなく、触って動きも楽しめる
一筆書きのワイヤーアートを鑑賞くだ
さい。入場料は無料です。
日9 月 22 日（木）～ 27 日（火）

9：00 ～ 17：00（最終日 16：00）
場碌山公園研成ホール
申羽田智千代さん（40261･22･2540）

または研成ホール（482･0769）ま
で電話でお申し込みください。

ワークショップ参加者の募集
テラコッタに触れよう！

　気楽に粘土に触れて物作りが体験で
きます。小学生から大人までの初心者
の講座で、小動物、実用品、インテリ
アなどを３時間で制作します。
日９月 11 日・10 月 16 日・11 月 20 日・

12 月 18 日・1 月 15 日・2 月 12 日
の日曜日 13：00 ～ 16：00（全６回）

費各回 500 円（粘土代・焼成代）
定毎回 15 人（毎回募集、先着順）
講柳沢廣さん
場碌山公園研成ホール
申研成ホール（482･0769）まで電話

でお申し込みください。

　「第 3 回田淵行男賞写真作品公募」
フォトコン賞の受賞作品を展示公開し
ます。アングルを生かし、光を巧みに
使って観察し、足元の自然が発する私
たちへのメッセージを汲み上げた作品
20 点です。
期 9 月 13 日（火）～ 11 月 6 日（日） 
［休館日］毎週月曜日（祝日の場合は
その翌日）、祝日の翌日

場田淵行男記念館地階展示室
費大人 300 円（中学生以下、市内に在

住する満 75 歳以上、障害者手帳携
帯者とその介護者 1 人は無料）

川井郁子ヴァイオリンコンサート
　豊科交流学習センター「きぼう」が
開館して半年が経ちました。多彩な活
用方法を知っていただく機会となるよ
う、ヴァイオリニストの川井郁子さん
をお迎えし、コンサートを開催します。
日10月23日（日）開場 14：30

開演 15：00（16：00 終了予定）
場豊科交流学習センター「きぼう」多

目的ホール（定員 200 人）
出演者　川井郁子（ヴァイオリン）
　　　　塩入俊哉（ピアノ）
費1,000 円（全席指定）※未就学児の

入場はご遠慮願います。
チケット取り扱い　豊科交流学習セン

ター「きぼう」2 階受付　販売開始
日時　9 月 13 日（火）9：00（電話
予約可

企画展 「学校のたからもの展」
問豊科交流学習センターきぼう
471･4033 673･1802

秋の特別展
西洋の庶民生活家具展

問豊科近代美術館
473･5638 673･6320

古稀記念　帰・安曇野
高井眞個展

問碌山公園研成ホール
4682･0769

「自然界の再生(者) きのこ 足元の表情 夢の味」
小池治男写真展

問田淵行男記念館
472･9964 688･2010

第 8 回 友の会絵手紙展
問安曇野市豊科郷土博物館
4672･5672

みんな集まれ！
くるりん広場の日

問市民活動センターくるりん広場
4682･1922

第２回 安曇野市民スポーツ祭
「弓道」参加者の募集

問明社会教育課スポーツ振興係
462･4565 662･3525

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

川井郁子さん
プロフィル
国内外の主要オーケストラをはじめ、
ポップスやバレエ・フィギュアスケー
トなど、ジャンルを超えた演奏活動を
行っている。

小池治男撮影
《森の見張番》

笑顔いっぱ
い、味覚が

いっぱい。

安曇野の旬
が盛りだく

さん！

国
営

アルプスあづみの公園
― 堀金・穂高地区 ―

問安曇野フェスタ実行委員会（市役所穂高総合支所観光課内）
482･3131 682･6622　http://www.city.azumino.nagano.jp会場

「信州観光宣伝部長」のこてつ（よしもとクリエイティブ・
エージェンシー所属）と長野県観光ＰＲキャラクター「ア
ルクマ」、長野県観光情報携帯サイトキャラクター「信州な
び助」がやって来ます。

安曇野産大集合
フェスタ限定特製弁当販売

安曇野丸ごと体験体感イベント
青空ガーデニング教室、安曇野検定
体験クイズ大会、安曇野フェスタ
キッズパーク、巨大迷路（有料）

安曇野のお米の魅力
再発見イベント

安曇野産こしひかりでおにぎり・大
海苔巻き作りに挑戦

安曇野応援イベント
「おひさま」感謝コーナー、東日本大
震災・長野県北部地震応援イベント

安曇野交流広場
国際交流ブース・ステージ、友好都
市ブース

安曇野の恵み収穫祭
安曇野フェスタ市場、野菜スイー
ツ・安曇野新グルメ試食会、全国
わさび品評会・安曇野グルメ広場

安曇野フェスタステージ
日本放送協会・製作局　連続テレビ
小説「おひさま」チーフ演出家　笠
浦友愛さんトークショー、おひさま
カルテットライブステージなど

もっと
好きになる
安曇野

家族みんなで
出掛けよう !!

９月24 日（土）
（無料開園日）

９:30 ～ 17:00
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　天明３年（1783）の浅間山大噴火は、
火砕流と降灰により上州（現在の群馬
県）に甚大な被害をもたらしました。
信州佐久からの移入米も途絶え、米価
は高騰、大災害に人々は翻

ほんろう

弄されまし
た。未

み ぞ う

曾有の大天災に会った人々の行
動とその結果はどうであったのか…。
自然・経済とも信州と深いかかわりが
あった天明上信騒動の地、碓氷関所跡・
安中城址・板鼻宿などを訪ねます。
日10 月７日（金）

集合時間：7：50（解散予定 18：00）
集合場所：記念館ロビー　

定30 人
費500 円
持昼食・飲み物・雨具・見学資料（事

前に郵送）
申受け付けは９月 10 日（土）より行

います。（事前申し込み不可）貞享義
民記念館まで電話でお申し込みくだ
さい。

　家族や友人と粘土をこねて、楽しく陶
芸体験してみませんか。陶芸会館では、
１月、２月を除く毎月第３日曜日に、通
常よりお得な値段で気軽に陶芸を体験す
ることができます。作品の焼き上がりは、
約１カ月後になります。
日９月 18 日（日）9：00 ～（２～３時

間程度）
講嶋田好

よしたか

貴さん　定 30 人（先着順）
費高校生以上 2,000 円／中学生以下

1,500 円（粘土１㌔㌘と指導料含む）
申穂高陶芸会館へ電話か FAX でお申し

込みください。（毎週月曜日休館）定
員に達するまで随時受け付けます。

　季節感あふれたおふくろの味、健康
は食からをテーマに、季節にあわせた
料理を作ります。今回は、昔懐かしい
昭和初期の屋台の薄焼きや、お祭り料
理などです。この機会に、地元の食材
を使った日本食を見直してみませんか。
日９月 22 日（木）、29 日（木）10：00

～ 12：30
場三郷公民館調理実習室
講山本則子さん（スープの会代表）
定18 人（先着順）
費400 円（200 円×２回）、材料費１

回あたり 300 円程度
持エプロン、三角きん
申９月 12 日（月）～ 14 日（水）（受

付 9：00 ～ 17：00）の間に、三郷公
民館（477･2109）にお申し込みく
ださい。日程などの詳細は、受講者
の皆さんに後日ご通知します。

焼き物の楽しさを味わいましょう！
陶芸教室

問穂高陶芸会館
4682･6750

信州の義民を訪ねて～その８～
天明上信騒動の地を訪ねる
問貞享義民記念館
477･7550 677･7551

日本食を見直そう！
薄焼き・お祭り料理作り

問三郷公民館
477･2109 676･3077

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

　安曇野ブランドデザイン会議安曇野
百選プロジェクトでは、自然豊かな三角島
の風景を描く写生大会を開催します。ぬ
かくどおにぎり・ジュース付き。作品は
10 月８日（土）・9 日（日）「あづみ野
環境フェア 2011」で展示します。
日９月23日（金・祝）8：30受付　9：00開会
場三角島（大王わさび農場北隣）
講征矢野 久さん（画家）
対小学生（小学生以下は親子参加）・中

学生、一般　費大人のみ 200 円
持水彩絵の具一式、いす、シート（ス

ケッチブックは配布します）
定 30 人（付き添い者は除く）
申９月 16 日（金）までに、電話でお

申し込みください。

　中部山岳国立公園に源を発する梓川
を用水源とした、安曇野市内外の農業
用水利施設やその周辺の農物産センタ
ーなどを訪ねる施設見学会です。
日10 月 22 日（土）8：30 ～ 16：00

集合場所：豊科総合支所駐車場（小
雨決行）※詳細日程は後日参加者に
郵送します。　定 45 人（先着順）

費大人 1,000 円（昼食代を含む）、小
学生以下は無料

申10 月７日（金）までに、参加希望
者の氏名・住所・電話番号を中信平
土地改良区連合へ電話でお申し込み
ください。（受付時間：平日 8：30 ～
17：15）詳しくは、中信平土地改良
区 連 合（4 78･0050 678･0040）
までお問い合わせください。

　乳児を子育て中のお母さん、妊婦さ
んを対象とした講座です。親子のふれ
あい遊びのほか、子どもの発達、成長
について大切なことを学びます。

《妊婦さん・ねんねからはいはい》
開催日　10 月 12 日（水）全 11 回

《はいはい・立っち》
開催日　11 月 10 日（木）全 11 回

【共通事項】
時９：30 ～ 10：30
場穂高会館
定各 20 組（先着順）
費子ども１人 200 円
申９月 14 日（水）から 21 日（水）ま

でに社会教育課子ども支援係へ電話
でお申し込みください。

　スポーツなどの「動きのもと」を自
然と身につけさせる工夫や、ちょっと
したチャレンジを取り入れた「運動あ
そび」を学びます。親子で楽しく「運
動偏差値」をアップしてみましょう。
日９月 25 日（日）9：00 ～ 12：00
場堀金総合体育館サブアリーナ
講信州大学教育学部スポーツ科学教育
　准教授 渡辺 敏明さん
対小学生の児童と保護者
定 30 組（先着順）
費一人 300 円（スポネット常念会員は

無料）
申９月 10 日（土）～ 20 日（火）まで

に堀金総合体育館窓口で所定の申込
用紙に記入のうえ、参加料を添えて
お申し込みください。詳しくは、「ス
ポネット常念」事務局（堀金総合体
育館内（4672・6340）までお問い
合わせください。

　広く世代を超えて誰にでも手軽に楽
しめるスポーツとして、「第３回松本地
域歴史の道ウオーク」を行います。松
本地域には、東山道をはじめ、中山道、
三州街道、善光寺街道（北国西往還）、
千国街道（塩の道）など、歴史ある道
が交差しており、現在もその面影を見
ることができます。本年度は、善光寺
街道の会田宿から花川原峠～乱橋宿～
西条宿 ～青柳宿（坂北駅）までを辿り
ます。往時の街道の賑わいを感じてみ
ませんか。
期10 月 15 日（土）（小雨決行）

集合時間：9：00
集合場所：JR 篠ノ井線明科駅

対松本市、塩尻市、安曇野市、東筑摩
郡にお住まいの人

定100 人（申し込み多数の場合は抽選）
費 500 円
申９月 30 日（金）までに、郵便番号、

住所、氏名、年齢、電話番号を、電話ま
たはファクスで松本広域連合福祉・
地域課（434･3250 636･2591）ま
でお申し込みください。

　自分で作った紙飛行機を空高く飛ば
してみませんか。大会前日には、紙飛
行機を作る教室を開催します。

《競技大会》
日９月 25 日（日）9：00 ～ 14：00
場豊科南部総合公園（雨天の場合は、

豊科南社会体育館）
費15 歳以上 1,000 円　15 歳未満 500

円（各１人分、何種目でも参加できます）
《紙飛行機教室》
　競技大会に初めて参加される皆さん
にお勧めします。
日９月 24 日（土）9：00 ～ 11：30
場豊科南社会体育館
費 500 円（教材費、競技大会規定機種

Ｃへの参加費を含む）
申競技大会、教室とも申し込みは不

要。詳しくは、大会実行委員会事務
局（462･3090）までお問い合わせ
ください。

安曇野紙ヒコーキ競技大会
〈飯沼飛行士記念大会〉

問明文化課文化振興係
462･3090 662･3525

三角島の自然を描く集い
問穂安曇野ブランド推進室
482･3131 682･6622

安曇野の水利を訪ねて
体験バスツアー

問三耕地林務課耕地担当
477･3111 677･6060

家庭教育講座
妊婦さん、０歳児お母さん教室
問明社会教育課子ども支援係
462･4565 662･3525

親子でのびのび運動遊び教室
問堀金総合体育館内スポネット常念事務局
4672･6340

松本地域歴史の道ウオーク
問安企画政策課企画担当
471･2000 671･5000

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

体験

場 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金後 な援 ど 日 申＝申し込み 問＝問い合わせ

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み
問い合わせ

運転免許証更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転
免許更新者を対象に特定任意講
習会を開催します。この講習を
受けると、更新時の講習は免除
されます。70 歳以上の人、更
新時に 70 歳になる人、行政処
分を受けている人は別講習が必
要となるため受講できません。

日：9 月14 日（水）
受付 18：30 ～ 19：00
講習 19：00 ～ 21：00

場：三郷公民館 1 階講堂

対象者　９月 15 日
～平成 24 年 3 月
14 日までの間に
運転免許を更新す
る人

料：1,700 円
※おつりのないよう

にお願いします。

問：安曇野交通安全協
会（472・2263）

※運転免許証、筆記
用具を持参してくだ
さい。

紙芝居

小学生、高齢者への安全な自転
車の乗り方をはじめ、信濃の民話

「盲
ご ぜ い わ

女岩」「石原の八幡さま」を
紙芝居でご覧ください。

日：９月17 日（土）
13：00 ～ 15：30

場：豊科交流学習センタ
ーきぼう学習室２

定：30 人（先着順）
料：無料

問：ゆめりんの会
高橋さん
（4673･3736）

間伐材利活用
体験学習

室山アグリパーク環境保全型広
域観光拠点づくり事業実行委員
会では、間伐材などを利用して
コースターや巣箱などを作成し
ます。自分だけのお気に入りを
作ってみませんか。

日：9 月 25 日（日）
9：30 ～ 13：00

場：室山アグリパーク展
望広場

定：30 人（先着順）
※対象は小学生以下
（大人同伴）

料：無料
※昼食有り

問：市商工会三郷支所
（実行委員会）宮澤さん
（477･3170）
（677･6660）

点字入門講習会

安曇野パソコン点訳の会では、
目の不自由な人たちの読書の助
けになくてはならない点字本を
製作する、点訳ボランティア入
門講習会を開催します。

日：９月 29 日（木）から
毎週木曜日（全５回）
10：00 ～ 12：00

場：穂高会館児童室

定：20 人（先着順）
料：1,000 円（テキ

スト代）

問：安曇野パソコン点
訳の会 つぶらくさん

（487･1890）



申込期限 9 月 15 日（木）
申し込み手続き 三郷公民館窓口で、所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化産業展（三郷文化公園体育館）
　搬　入：10 月 15 日（土）午前 9 時～ 10 時
　展　示：10 月 15 日（土）午後 1 時～ 8 時　16 日（日）午前 9 時～午後 4 時
　片付け：10 月 16 日（日）午後 4 時 10 分～ 5 時 10分
菊花展（三郷公民館）
　搬　入：10 月 24 日（月）午後１時～3時
　展　示：10 月 25 日（火）～11 月 3 日（祝・木）午前9時～午後5時
※11月3日（祝・木）は午後3時まで
　片付け：11 月 3 日（祝・水）午後 3 時 10 分～ 4 時 10 分

出展点数 作品によって異なります。お問い合わせください。
募集内容 盆栽・山野草・木彫石彫・生花・絵画・手工芸・短歌俳句・和洋裁・写真・絵画・書道・菊花など

ステージ発表 ふれあいコンサート（三郷公民館）　開催日：10月22日（土）午前 9 時～ 11 時 30 分
芸能発表会（三郷公民館）　開催日：11月3日（祝・木）午前 9 時 30 分～午後 2 時 40 分

問い合わせ 三郷公民館（477･2109 676･3077）

申込期限 搬入日に堀金総合体育館へ持参
申し込み手続き 搬入日に会場で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭（堀金総合体育館）
搬　入：10 月 26 日（水）午後 1 時～ 8 時　27 日（木）午前 9 時～午後 7 時
展　示：10 月 28 日（金）～ 30 日（日）午前 9 時～午後 8 時　※ 30 日（日）は、午後 4 時まで
片付け：10 月 30 日（日）午後 4 時～ 8 時　10 月 31 日（月）午前 9 時～午後 4 時 30 分

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容 菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・陶芸・水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメント・
農産物・レザークラフトなど

ステージ発表

まどいの広場「演奏会」（堀金総合体育館サブアリーナ）
開催日：10 月 29 日（土）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

芸能祭（堀金総合体育館サブアリーナ）
開催日：10 月 29 日（土）午後 0 時 15 分～ 6 時 30 分

問い合わせ 堀金公民館（472･5796 672･5801）

申込期限 9 月 16 日（金）
申し込み手続き 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭 （明科公民館）
　準備・搬入：10 月 28 日（金）午後 1 時～
　　（準備終了後に搬入）
　展　示：10 月 29 日（土）～ 10 月 30 日（日）
　　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※ 30 日（日）は、午後 4 時まで
　片付け：10 月 30 日（日）午後 4 時～

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・木彫・陶芸・和裁・手芸・
織物・押し花・押絵・生花・菊花・盆栽・短歌俳句・
学習発表など

問い合わせ 明科公民館（462･4605 662･5894）

三郷祭 穂高地域文化祭

豊科地域文化祭

堀金地域文化祭

明科地域文化祭
芸能発表会の
出演者を募集

　出演を希望される場合は、下
記によりお申し込みください。
●開催日　11 月 3 日（祝・木）

午前 10 時～午後 3 時
●場所　明科公民館講堂
●申し込み手続き　明科公民館

窓口で所定の用紙に記入。
●申し込み期限　9月16日（金）
問明科公民館
（462･4605 662･5894）

申込期限 9 月 16 日（金）
申し込み手続き 穂高会館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

総合美術展（穂高総合体育館）
　準　備：10 月 26 日（水）午前 9 時 30 分～
　搬　入：10 月 27 日（木）午後 1 時
　展　示：10 月 28 日（金）～ 30 日（日）午前 9 時～午後 5 時　※ 30 日（日）は、午後 3 時まで
　片付け：10 月 30 日（日）午後 3 時 10 分～
菊花展・盆栽展（穂高神社）
　搬　入：10 月 28 日（金）まで
　展　示：10 月 30 日（日）～ 11 月 7 日（月）午前 9 時～午後 8 時　
　片付け：11 月 8 日（火）
※盆栽展は、10 月 30 日（日）午後 3 時まで

出展点数 1 人 1 点
募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・手工芸・木彫・菊花など

ステージ発表 芸能まつり（穂高会館講堂）
　1 部：10 月 29 日（土）午前 9 時～午後 3 時　　2 部：10 月 30 日（日）午前 9 時～正午

問い合わせ 穂高会館（482･5970 682･3990）

申込期限 10 月 3 日（月）
申し込み手続き 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

美術・書道・一般作品（豊科近代美術館）
　搬　入：10 月 30 日（日）午前 9 時～
　展　示：10 月 31 日（月）～ 11 月 6 日（日）午前 9 時～午後 5 時

片付け：11 月 6 日（日）午後 3 時～
菊花展（豊科公民館）
　搬　入：10 月 31 日（月）午前 9 時～
　展　示：10 月 31 日（月）～ 3 日（祝・木）午前 9 時～午後 5 時
盆栽展・華道展（豊科公民館）
　展　示：（盆栽展）10 月 31 日（月）～ 11 月 3 日（祝・木）午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（華道展）11 月 2 日（水）～ 3 日（祝・木）午前 9 時～午後 5 時
俳句大会・短歌大会（豊科公民館）
　開催日：11 月 5 日（土）※詳細についてはお問い合わせください。

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。
募集内容 木彫石彫・工芸品・写真・絵画・書道・盆栽・菊花など

ステージ発表 芸能発表会（豊科公民館ホール）
　開催日：11 月 3 日（祝・木）午前 8 時 30 分～午後 5 時

問い合わせ 豊科公民館（472･2158 673･6401）

地 域 文 化 祭 の 開 催
今年も各地域で文化祭が開催されます。
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。
なお､ 都合により時間などが変更になる場合があります。
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育
園

　

市
で
は
、
平
成
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年
度
に
市
内
保
育
園

（
公
立
18
園
、私
立
１
園
）へ
入
園
を
希
望

さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
入
園
説
明
会
と
自
由

見
学
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
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入
園
で
き
る
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
が

働
い
て
い
る
、
病
気
で
あ
る
、
出
産
を
控

え
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
ご
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
お
子
さ
ん
で
す
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家
庭

で
保
育
で
き
る
お
子
さ
ん
は
入
園
で
き
ま

せ
ん
。

【
入
園
説
明
会
】

　

説
明
会
は
上
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

保
育
園
ガ
イ
ド
と
入
所
申
込
書
を
会
場
で

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
ご
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
各
保
育
園
ま
た
は
穂
高
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
内
児
童
保
育
課
で
10
月
26
日

以
後
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
在
園
児
は

保
育
園
で
配
布
し
ま
す
の
で
出
席
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
す
。
託

児
は
設
け
ま
す
が
、
家
庭
で
の
保
育
が
可

能
な
場
合
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

【
保
育
園
自
由
見
学
会
】

　

自
由
に
保
育
園
を
見
学
い
た
だ
け
ま

す
。
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
1
日
（
火
）・
2
日
（
水
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時

【
入
園
手
続
き
】

　

11
月
上
旬
か
ら
各
園
で
受
け
付
け
を
始

め
ま
す
。
詳
し
く
は
説
明
会
で
配
布
す
る

保
育
園
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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健
児
童
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課
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育
係
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◎
穂
高
幼
稚
園

　

穂
高
幼
稚
園
で
は
、
平
成
24
年
度
の
入

園
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
園
を
希
望

す
る
お
子
さ
ん
の
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
前
9
時
30

分
よ
り
受
付　

午
前
10
時
開
始

●
場
所　

穂
高
幼
稚
園

●
持
ち
物　

上
履
き
・
筆
記
用
具

●
入
園
対
象
児
お
よ
び
予
定
人
数

・
3
歳
児
（
平
成
20
年
4
月
2
日
～

平
成
21
年
4
月
１
日
生
）
35
人
程
度

・
4
歳
児
（
平
成
19
年
4
月
2
日
～

平
成
20
年
4
月
1
日
生
）
10
人
程
度

・
5
歳
児
（
平
成
18
年
4
月
2
日
～

平
成
19
年
4
月
1
日
生
）
10
人
程
度

※
希
望
者
多
数
に
よ
り
予
定
人
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
穂
高
幼
稚
園

　
（
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２
０
５
３ 
82･

２
０
４
１
）

保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会

地域 開催日 会場

豊科 10 月 19 日（水） 豊科ふれあいホール

穂高 20 日（木） 穂高会館講堂

三郷 21 日（金） 三郷公民館講堂

堀金 24 日（月） 堀金保育園

明科 25 日（火） 明科公民館

●入園説明会の日程

※時間はいずれも午前 9 時 30 分～ 11 時
　（受付は午前 9 時から）
※どの地域の説明会に参加いただいてもかまいません。


